
整
備
着
々 

周
遊
観
光
に
弾
み

移住

定住

奨学金返済を支援

古民家の活用例 見せたい

富岡市への移住定住を促す

ため 市はさまざま支援策を

打ち出している

その一つが今年スタートさ

せた 市若者定住促進奨学金

返還支援事業 大学などを卒

業して市に定住する人の奨学

金返済を助成する制度だ 助

成額は１年間の上限を10万円

とし ５年間まで補助 対象

は ①2020年３月１日～ 年

３月 日に大学や短大などを

卒業②毎年 月１日を基準日

として市内に住所がある③５

年以上定住する予定｜といっ

た条件を満たす人 主に就職

したばかりで返済への負担が

大きい人たちの利用を想定す

る 申請期間は 月１日～

月 日

詳細は市企画課 ☎0274・62

・1511へ
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１軒店があれば変わっていくと思う

と話す西尾さん

妙義山が間近に見える県道

沿いにたたずむ小さな店 珈
こー

ひー

焙
ばい

煎
せん

所 月とゆふづつ 富

岡市妙義町岳 大きな窓から

田んぼや畑が見渡せる明るい

店内に 何種類ものコーヒー

豆が並ぶ 東京から移り住ん

だ西尾祐
ひろ

諄
し

さん が 農業

用倉庫を改装して今年３月に

オープンした

都内で不動産関係の仕事

を営んでいた 古民家を再生

したカフェやゲストハウスな

どをプロデュースしてきた

が いつか自分でやりたいと

思っていた 物件を探す中

写真を見て気に入り 実際に

訪れて即決した 倉庫の向か

いにある築135年の古民家を

購入 ３カ月は市の まちなか

移住体験住宅 に滞在して 倉

庫の改装に取り組んだ

現在は週に３日間営業 改

装作業と母屋の片付けを進め

つつ 農業を学んで観光農園

を併設するため高崎市の「ぐ

んま農業実践学校」に通って

いる 母屋は１階をカフェ

２階をゲストハウスにしよう

と考えている 古民家をこん

な風に活用できるということ

を 地域の皆さんに知ってほ

しい 妙義神社も近いこの地

域は １軒何かができれば変

わっていくと思う と西尾さ

ん

店には地元の人たちも頻繁

に訪れ コーヒーを試飲しつ

つ おしゃべりを楽しむこと

がよくあるという いろいろ

な人たちが 気

軽に集まれる場

所になれば と

笑顔で語る

珈 焙煎所

月とゆふづ

つ の営業日な

どの問い合わせ

は同店 ☎0274・

67・7880、イン

スタグラムアカ

ウントは

へ
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富
岡
製
糸

場

の

国

宝

「
西
置
繭
所
」

の
保
存
整
備

工
事
が
完
了

し
、
今
月
３

日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
「
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ

Ｅ

Ｏ
Ｆ

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
『
レ
ゴ
Ⓡ
ブ

ロ
ッ
ク
』
で
作
っ
た
世
界
遺
産
展
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｔ
｜
４
」
が

日
か
ら
開
催
さ
れ
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

依
然
と
し
て
終
息
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
制
限
が
解
除

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
感
染
症
対
策
に

万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
多
く
の
皆
さ

ま
の
本
市
へ
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

万
全
の
態
勢
で
出
迎
え

富
岡
市
長

榎
本

義
法

西
置
繭
所

写
真
❶

で
は
２
０
１
５

年
か
ら
保
存
整
備
工
事
を
実
施
。
耐
震

補
強
を
施
し
た
ほ
か

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や

多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
を
設
け
た

ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
は

製
糸
場
で
保
存
し
て
き

た
資
料
を
常
設
展
示

写
真
❷

グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て

月

日

か
ら
「
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

Ｏ
Ｆ

Ｐ
Ｅ
Ａ

Ｃ
Ｅ
『
レ
ゴ
Ⓡ
ブ
ロ
ッ
ク
』
で
作
っ
た

世
界
遺
産
展
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
｜
４
」を
開
催
。

富
岡
製
糸
場
を
は
じ
め
、
世
界

カ
国

の
世
界
遺
産
な
ど
を
表
現
し
た
作
品
が

並
ぶ
。

製
糸
場
正
門
前
の

旧
韮
塚
製
糸
場

写
真
❸

は

富
岡
製
糸
場
建
設
時
に

資
材
を
調
達
す
る
な
ど
し
た
韮
塚
直
次

郎
が
１
８
７
６
年

月
に
創
立
し

年
ご
ろ
ま
で
操
業
し
て
い
た
民
間
の
器

械
製
糸
場

明
治
初
期
〜
前
期

富
岡
製

糸
場
を
模
範
と
し
て
全
国
に
約
２
０
０

カ
所
の
製
糸
場
が
建
て
ら
れ
た
が

韮

塚
製
糸
場
は
地
下
の
遺
構
も
含
め
て

現
存
す
る
唯
一
の
建
造
物
と
さ
れ
る

建
物
の
大
部
分
や
繰
糸
機
を
並
べ
た
跡

な
ど
を
保
存
・
整
備

内
部
に
は
詳
し
い

資
料
を
展
示
し
て
い
る

写
真
❹

本
県
の
世
界
文
化
遺
産

富
岡
製
糸

場
と
絹
産
業
遺
産
群

を
紹
介
す
る
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
が
市
役
所
近
く
の

県

立
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
セ
カ
イ
ト
）

だ

写
真
❺

世
界
遺
産
と
し
て
の
価

値
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
迫
力
の
あ

る
ガ
イ
ダ
ン
ス
映
像
や
構
成
４
資
産
の

特
徴
、
見
ど
こ
ろ

関
係
性

最
新
情
報

を
発
信
し
て
い
る
ほ
か

県
内
の
絹
産

業
関
連
文
化
財
も
紹
介
し
て
い
る

同
セ
ン
タ
ー
と
富
岡
製
糸
場

旧
韮

塚
製
糸
場
の
周
辺
に
は

製
糸
場
が

現

役

だ
っ
た
頃
の
面
影
が
残
る

秋
の
一

日

そ
ん
な
面
影
を
探
し
た
り

繭
や
生

糸
に
ち
な
ん
だ
土
産

飲
食
を
楽
し
み

つ
つ

そ
ぞ
ろ
歩
き
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が

「世界遺産の街」のイメージが定着してい

る富岡市。富岡製糸場では西置繭所の保存整

備工事が終了し、グランドオープンした。製

糸場前には「旧韮塚製糸場」、市役所近くに

は県立世界遺産センター（セカイト）がオー

プン。絹産業遺産関連の施設整備が進み、周

遊観光活性化への弾みとなりそう。首都圏か

らのアクセスの良さや豊かな自然環境にひか

れ、移住する人も着実に増加。笑顔と活気あ

ふれる街へと近づいている。
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ｂ

そ

ぞ

ろ

歩

き

楽
し
い
街
並
み

観光

　東京オリンピック・

パラリンピック大会を契機と

して「共生社会ホストタウン」に

登録されている富岡市。障害の有無、

国籍、性別、年齢にかかわらず誰もが

生き生きと暮らせる社会を目指して公共

施設のバリアフリー化を進め、大会に向

け子どもたちがパラリンピック種目を体

験するなど事前学習を続けてきた。本

年度内にバリアフリーマップの作成、

研修会などを行い、「共生の心」

が市民により広く深く根付く

取り組みを加速させる。

日本近代化に大きな役割
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フランス

ヨーロッパを代表す

る国家の一つ 人口は

約6700万人で首都はパ

リ 自動車 宇宙・航空

など最先端産業が発達している一方 品質の

高いワイン生産でも知られる 明治以降に交

流が活発となり 日本の近代化に大きな役割

を果たした 富岡製糸場の建設を主導した技

術者 ポール・ブリュナの生誕地 ブール・ド・

ペアージュ市と富岡市は2015年 友好都市協

定を締結。

日仏交流160周年の 年にはナタリー・ニ

エゾン市長が富岡で記念講演し「富岡はブリ

ュナの功績を語り継いでいて誇らしい」と語

った＝写真。フランス革命記念日の今年７月

日、富岡製糸場

では300人に蚕の糸

でフランスをかたど

ったデザインのマグ

ネットをプレゼント

した。東京大会に向

け、学校給食でフ

ランス料理の提供、

フランスに関する学

習、大会後にはパ

ラリンピック選手と

の交流が予定されて

いる。

大会後 文化・スポーツ交流
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ミクロネシア

連 邦

太平洋の赤道

北、2500㌔にわた

って浮かぶ600余

りの島と環礁から構成される 人口約 万人

で首都はパリキール 主な産業は漁業とココ

ナツなどの農業

富岡市国際交流協会を中心に交流を続けて

おり ２年に１度の国際交流まつりには同国

が出店ブースを設けて食料品や民芸品を販売

している

2019年にはジョン・フリッツ駐日大使夫妻

が富岡を訪れ タロイモなどを使った同国の

料理を紹介 市役所では同国の学習会が開か

れ 小学生らが環境や人口問題について学ん

だ 今年は市内 小中学校の給食でココナツ

ミルクやパパイアなどを使った同国の料理が

提供された＝写真 東京大会には五輪のみ出

場することになっており 大会後に五輪選手

と小中

学生と

の文化

・スポ

ーツ交

流など

が行わ

れる予

定

富岡製糸場の魅力を外国の人たちにも

伝えたい と語るムーランさん

富
岡
市
の
国
際
交
流
を
支
え

る
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
市
国
際

交
流
員
、
ヴ
ェ
ロ
ニ
ッ
ク
・
ム

ー
ラ
ン
さ
ん

に
日
仏
の
社

会
の
違
い
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を

見
据
え
た
共
生
社
会
づ
く
り
に

つ
い
て
聞
い
た
。

◇

◇

「
人
が
優
し
く
て
温

ぬ
く

も
り
が

あ
り
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
歴
史
が
詰
ま

っ
た
世
界
遺
産
が
あ
る
こ
と
が

魅
力
」
。
富
岡
市
に
来
て
１
年

余
り
。
市
富
岡
製
糸
場
課
に
所

属
し
、
世
界
遺
産
の
中
で
仕
事

を
楽
し
ん
で
い
る
。
「
製
糸
場

に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
資
料
を
読

ん
で
勉
強
し
た
。
広
い
空
間
が

フ
ラ
ン
ス
の
大
聖
堂
に
似
て
い

る
東
置
繭
所
の
２
階
が
好
き
」

東
京
大
会
に
お
い
て
は
選
手

と
市
民
の
交
流
を
通
訳
と
し
て

支
え
る
予
定
だ
。
今
後
、
フ
ラ

ン
ス
の
文
化
に
つ
い
て
子
ど
も

た
ち
に
教
え
た
り
、
フ
ラ
ン
ス

料
理
を
学
校
給
食
に
出
し
た
り

す
る
計
画
も
あ
る
。

共
生
社
会
の
観
点
か
ら
日
本

で
気
に
な
っ
た
の
は
、
先
輩
・

後
輩
の
関
係
と
学
校
の
制
服
だ

と
い
う
。
年
齢
差
を
気
に
し
な

い
フ
ラ
ン
ス
人
に
対
し
、
日
本

人
は
人
を
「
上
」
か
「
下
」
か

に
位
置
付
け
る
の
が
一
般
的
。

「
そ
れ
に
よ
り
、
同
じ
グ
ル
ー

プ
で
も
自
然
と
階
層
が
で
き
て

し
ま
う
」
と
指
摘
す
る
。

も
う
一
点
の
制
服
は
フ
ラ
ン

ス
の
学
校
に
は
基
本
的
に
な
い

た
め
、
子
ど
も
の
頃
は
憧
れ
て

い
た
が
、
今
は
見
方
が
変
わ
っ

た
。
「
女
の
子
は
ス
カ
ー
ト
と

決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
ど

の
学
校
で
も
ス
カ
ー
ト
か
ズ
ボ

ン
を
選
べ
る
環
境
が
で
き
れ
ば

い
い
と
思
う
」

一
方
で
視
覚
障
害
者
用
の
誘

導
ブ
ロ
ッ
ク
や
音
を
出
す
信
号

機
な
ど
の
設
備
は
フ
ラ
ン
ス
に

は
な
く
、
日
本
の
学
校
で
手
話

ク
ラ
ブ
が
増
え
る
な
ど
「
障
害

者
に
対
す
る
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

姿
勢
に
感
動
し
た
」
と
い
う
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
で
掲
げ
た

「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
の
精

神
の
も
と
、
フ
ラ
ン
ス
は
独
自

の
多
文
化
共
生
社
会
を
つ
く
り

上
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
文
化

や
言
語
の
違
い
か
ら
生
じ
る
相

互
無
理
解
が
差
別
を
も
た
ら
す

こ
と
も
あ
る
と
危
惧
す
る
。

「
人
間
は
知
ら
な
い
も
の
・

知
ら
な
い
こ
と
を
恐
れ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
交
流
し
て
理
解
し

合
う
こ
と
が
大
切
。
東
京
大
会

で
は
、
富
岡
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
が
生
ま
れ
る
。
共
生
社
会

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
母
国

で
開
か
れ
る
次
の
パ
リ
大
会
に

引
き
継
い
で
い
く
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
う
れ
し
い
」

交流で相互理解を

障
害
の
あ
る
海
外
の
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
と
の
交
流
を
き
っ
か
け
に

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で

内
閣
官
房
オ
リ
パ

ラ
事
務
局
が
登
録
す
る

選
手
た
ち
を
迎
え
る
た
め

心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ま
た
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
ほ
か

大
会
後
を
含
め
て
選
手
と
市
民
が
幅
広
く
交
流
す
る

❶産業祭会場で開かれたボッチャ

の体験会＝2019年11月❷富岡製糸

場周辺でバリアフリー状況を調べ

た参加者＝同年３月❸国際交流ま

つりに出店した在日ミクロネシア

大使館 中央：ジョン・フリッツ駐

日大使 ＝同年６月

１ ２ ３

東京オリンピック・パラリンピック 共生社会ホストタウン 富岡市
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同
市
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
市
と
縁
の
深

い
フ
ラ
ン
ス
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
連
邦
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

な
り
、
さ
ら
に
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
す
る
フ
ラ
ン
ス

を
相
手
国
と
し
て
共
生
社
会

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
も
登
録
さ

れ
た
。

共
生
社
会
を
目
指
す
取
り

組
み
の
ベ
ー
ス
と
し
て
市
役

所
、
上
州
七
日
市
駅
な
ど
老

朽
化
し
た
公
共
施
設
の
建
て

替
え
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

導
入
。
２
０
２
２
年
度
完
成

を
目
指
す
市
子
育
て
健
康
プ

ラ
ザ
は
、
誰
も
が
安
全
で
快

適
に
利
用
で
き
る
利
用
者
に

優
し
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
施

設
に
整
備
す
る
。

こ
の
ほ
か
市
は
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
一
部
を
車
い
す
の
ま

ま
乗
れ
る
車
両
に
し
た
り
、

手
話
を
言
語
と
し
て
位
置
付

け
る
手
話
言
語
条
例
の
普
及

を
図
っ
た
り
す
る
な
ど
、
設

備
や
制
度
の
面
か
ら
社
会
的

弱
者
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
き
た
。

一
方
で
市
民
を
巻
き
込
ん

だ
活
動
も
行
わ
れ
、
昨
年
は

県
の
企
画
で
富
岡
製
糸
場
周

辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
状
況
を

障
害
者
や
地
元
関
係
者
、
高

崎
商
科
大
の
学
生
た
ち
が
調

査
。
車
い
す
で
店
や
通
り
に

繰
り
出
し
て
気
づ
い
た
こ
と

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
「
Ｗ
ｈ
ｅ
ｅ
Ｌ
ｏ
ｇ
！
（
ウ

ィ
ー
ロ
グ
）」
に
投
稿
し
た
。

市
は
本
年
度
、
富
岡
製
糸
場

周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情

報
、
多
機
能
ト
イ
レ
、
お
む

つ
交
換
台
の
有
無
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ

ッ
プ
を
作
成
す
る
。

ボ
ッ
チ
ャ
や
ゴ
ー
ル
ボ
ー

ル
な
ど
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
の
体
験
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ん
で
き

た
。
今
後
、
市
民
や
市
職
員

を
対
象
に
研
修
会
を
行
う
と

と
も
に
、
啓
発
情
報
を
き
め

細
か
く
発
信
し
て
「
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」
を
全
市
に
広

げ
る
。

共
生
社
会
づ
く
り
は
、
誰

に
も
安
心
し
て
訪
問
し
て
も

ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
で
も
あ

る
。
東
京
大
会
で
フ
ラ
ン
ス

と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
選
手
を

迎
え
入
れ
、
市
民
と
交
流
し

て
も
ら
っ
た
後
、
市
は
共
生

の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
次

の

年
パ
リ
大
会
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

(金曜日) (１０)（令和２年）（令和２年） (金曜日)(１１) (金曜日) (１０)（令和２年）（令和２年） (金曜日)(１１)


